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議会選出の監査委員に

　
昭
和
町
監
査
委
員
山
田
　
氏
の

任
期
が
4
月
29
日
で
満
了
と
な
り
、

新
た
に
議
会
議
員
の
中
か
ら
福
島

正
明
氏
が
選
出
さ
れ
、
議
会
は
こ

れ
に
同
意
し
ま
し
た
。

町民の視点に立ち誠実かつ
公正な立場から責務を果た
してまいります

　
町
制
40
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
、

5
月
の
第
1
回
臨
時
議
会
に
お

い
て
、
全
議
員
の
推
薦
を
い
た

だ
き
、
第
37
代
議
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
。
身
に
あ
ま
る
光

栄
で
あ
り
、
責
任
の
重
大
さ
を

痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　
地
方
分
権
改
革
が
叫
ば
れ
て

は
や
10
年
、
地
方
分
権
へ
の
大

き
な
流
れ
の
中
、
本
町
議
会
は

昭
和
町
独
自
の
ス
タ
イ
ル
で
議

会
改
革
に
取
り
組
み
、
議
会
運

営
の
改
革
、
議
員
の
資
質
向
上
、

開
か
れ
た
議
会
を
め
ざ
し
て
昨

年
9
月
の
定
例
会
で
、
県
下
第

1
号
の
「
議
会
基
本
条
例
」
を

制
定
し
、
さ
ら
な
る
改
革
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
二
元
代

表
制
の
一
翼
を
担
う
議
会
で
は
、

議
員
の
責
任
の
重
要
性
を
認
識
し
、

議
会
の
立
場
で
町
民
の
声
を
聞
き
、

共
通
認
識
を
持
っ
て
事
業
遂
行

に
当
た
っ
て
お
り
ま
す
。

　
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
駅
予

定
地
も
、
本
町
を
含
む
甲
府
盆

地
南
部
と
発
表
さ
れ
、2
0
2
7

年
に
は
完
成
し
ま
す
。
夢
の
あ

る
住
み
良
い
町
づ
く
り
の
た
め
、

先
輩
諸
氏
の
足
跡
を
引
継
ぎ
「
過

去
・
現
在
・
未
来
」
と
夢
の
あ

る
町
づ
く
り
に
努
力
す
る
決
意

で
す
。

昭和町議会議長

萩 原 　 馨

昭和町議会副議長

樋 口 敏 夫

　
萩
原
議
長
の
ご
指
名
に
よ
り
、

全
議
員
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き

副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
2
0
0
0
年
の
地
方
分
権
一

括
法
に
よ
り
、
国
の
機
関
委
任

事
務
は
廃
止
さ
れ
、
議
会
は
自

治
体
の
事
務
の
ほ
と
ん
ど
に
責

任
を
持
っ
て
議
論
し
、
議
決
し
て
、

町
づ
く
り
の
一
翼
を
担
わ
な
く

て
は
な
ら
な
い
時
代
と
な
り
ま

し
た
。
昭
和
町
議
会
は
こ
の
新

し
い
役
割
を
果
た
す
た
め
に
、

山
梨
学
院
大
学
の
教
授
陣
や
若

い
学
生
た
ち
と
連
携
し
た
議
会

改
革
に
取
り
組
み
、
住
民
と
の

井
戸
端
会
議
や
県
下
に
先
駆
け

た
議
会
基
本
条
例
の
制
定
な
ど
、

全
国
か
ら
注
目
さ
れ
る
存
在
と

な
り
ま
し
た
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
に
お
い
て
、

　
野
町
長
の
提
唱
す
る
「
小
さ

く
て
も
豊
か
な
町
づ
く
り
」
実

現
の
た
め
、
福
祉
、
環
境
、
教

育
問
題
な
ど
、
行
政
と
力
を
合

わ
せ
て
日
々
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
指
導
、
ご

鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
就

任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

はぎ はら かおる

ひ ぐち おとし

福 島 正 明
ふく しま あきまさ
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議員として幅広く情報を
発信し、町民に身近で開
かれた議会づくり！

「みなさまとともに豊かな
地域社会」の実現に努力し
ていきます

住民の意見を反映した町づ
くりや議会改革をしていき
たいと思います

日
々
感
謝
。
自
分
ら
し

く
皆
様
の
声
を
政
策
に

つ
な
げ
た
い
！

納
税
者
の
立
場
で
税
金

の
無
駄
使
い
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
議
会
活
動
を
行

っ
て
い
き
ま
す

議員活動を通し住み良い町
づくりのために尽力して参
ります

住民参加のゆめのある町づ
くりを目指して議員活動を
していきます

中澤　康夫
なか ざわ やす お

新
し
い
議
員
と
し
て
新
し
い

風
を
議
会
に
吹
き
込
め
る
よ

う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す

深澤　克男
ふか さわ かつ お

行政経験を活かし昭和町の
更なる発展に一意専心で臨
む覚悟です

石原　高明
いし はら たか あき

田中　博愛
た なか ひろ よし

「元気な昭和町は地域
から」町民の声を行政
の場へ全力で働きます

河住　保茂
かわ すみ やす しげ

塚原　將司
つか はら まさ し

河田あけみ
かわ だ

三井　猛
みつ い たけし

町民が安全で安心して暮ら
せる地域づくりを推進して
活動いたします

林　和仁
はやし かず ひと

「住民こそ主人公」の立
場でしっかり活動するつ
もりでいます

深
澤
　
平
助

ふ
か

さ
わ

へ
い

す
け

議員活動を通して町民全体
の町づくりを推進していき
たいと思います

遠
藤
　
辰
男

え
ん

ど
う

た
つ

お

野
中
　
敏
美

の

な
か

と
し

み

長
谷
川
幸
廣

は

せ

が
わ

ゆ
き

ひ
ろ
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・
国
民
健
康
保
険
条
例
改
正

　
出
産
一
時
金
の
経
過
措
置
の

　
39
万
円
を
恒
久
化
す
る
。

・
国
民
健
康
保
険
税
条
例
改
正

　
国
保
税
の
課
税
額
と
減
額
の

　
限
度
額
を
一
部
変
更
。

・
平
成
22
年
度
一
般
会
計
補
正

　
予
算
（
第
5
号
）

　
補
正
が
8
、
0
2
4
万
円
増

　
額
で
総
額
75
億
4
、
0
1
2

　
万
円
。

・
平
成
22
年
度
介
護
保
険
特
別

　
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

　
補
正
が
7
0
4
万
円
増
額
で

　
総
額
6
億
2
、
4
0
1
万
円
。

　
議
会
推
薦
の
町
農
業
委
員
を

任
期
満
了
に
伴
い
決
定
。

　
町
議
会
の
改
選
後
初
め
て
の
臨

時
議
会
が
5
月
10
日
か
ら
12
日
ま

で
開
催
さ
れ
、
議
会
の
構
成
が
決

定
し
ま
し
た
。

 
正
副
議
長
は
い
ず
れ
も
指
名
推

選
に
よ
り
、
議
長
に
萩
原
馨
議
員
、

副
議
長
に
樋
口
敏
夫
議
員
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
各
常
任
委

員
会
・
特
別
委
員
会
の
構
成
も
決

定
し
ま
し
た
。

 
そ
の
他
議
会
構
成
に
つ
い
て
は

下
記
の
と
お
り
選
任
し
ま
し
た
。

 
ま
た
、
町
長
か
ら
専
決
処
分
の

承
認
に
つ
い
て
4
件
と
、
監
査
委

員
の
選
任
に
つ
い
て
１
件
、
議
員

提
案
に
よ
る
農
業
委
員
の
選
任
に

つ
い
て
1
件
が
提
出
さ
れ
、
全
員

賛
成
で
承
認
、
同
意
お
よ
び
議
決

し
ま
し
た
。

専
決
処
分
の
承
認

議
員
提
出
議
案

名執忠義
（西条一区）

清水義弘
（紙漉阿原）

薬袋義久
（河西）

広
報
編
集
特
別
委
員
会

 
 
 
 
◎
河
住
　
保
茂

 
 
 
 
○
河
田
あ
け
み

 
 
 
 
　
三
井
　
 
猛

 
 
 
 
　
深
澤
　
克
男

 
 
 
 
　
林
　
 
和
仁

　
 
 
 
 
石
原
　
高
明

議
会
運
営
委
員
会

 
 
 
 
◎
三
井
　
 
猛

 
 
 
 
○
福
島
　
正
明

　
 
 
 
 
田
中
　
博
愛

　
 
 
 
 
河
田
あ
け
み

　
 
 
 
 
遠
藤
　
辰
男

　
 
 
 
 
長
谷
川
幸
廣

　
 
 
 
 
樋
口
　
敏
夫

甲
府
地
区
広
域
行
政

事
務
組
合
議
会
議
員

　
 
 
 
 
萩
原
　
 
馨

　
 
 
 
 
石
原
　
高
明

中
巨
摩
地
区
広
域

事
務
組
合
議
会
議
員

　
 
 
 
 
樋
口
　
敏
夫

　
 
 
 
 
深
澤
　
克
男

三
郡
衛
生
組
合
議
会
議
員

　
 
 
 
 
長
谷
川
幸
廣

　
 
 
 
 
中
澤
　
康
夫

後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会
議
員

　
 
 
 
 
深
澤
　
平
助

消
防
委
員

　
 
 
 
 
萩
原
　
 
馨

 
 
 
 
 
福
島
　
正
明

　
 
 
 
 
田
中
　
博
愛

　
 
 
 
 
河
住
　
保
茂

議
 
　
長
　
萩
原
 
　
馨

副
 

議
 

長
　
樋
口
　
敏
夫

監
査
委
員
　
福
島
　
正
明

総
務
常
任
委
員
会

 
 
 
 
◎
三
井
　
 
猛

 
 
 
 
○
石
原
　
高
明

　
 
 
 
 
長
谷
川
幸
廣

　
 
 
 
 
塚
原
　
將
司

　
 
 
 
 
野
中
　
敏
美

産
業
土
木
常
任
委
員
会

 
 
 
 
◎
田
中
　
博
愛

 
 
 
 
○
中
澤
　
康
夫

　
 
 
 
 
遠
藤
　
辰
男

　
 
 
 
 
福
島
　
正
明

　
 
 
 
 
林
　
 
和
仁

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

 
 
 
 
◎
河
田
あ
け
み

 
 
 
 
○
深
澤
　
克
男

　
 
 
 
 
深
澤
　
平
助

　
 
 
 
 
樋
口
　
敏
夫

　
 
 
 
 
河
住
　
保
茂

水
源
対
策
特
別
委
員
会

 
 
 
 
◎
遠
藤
　
辰
男

 
 
 
 
○
深
澤
　
平
助

　
　
　
　
　
議
員
全
員

地
方
分
権
対
策
特
別

委
員
会

 
 
 
 
◎
長
谷
川
幸
廣

 
 
 
 
○
林
　
　
和
仁

　
　
　
　
　
議
員
全
員

◎
委
　

員
　

長

○
副
委
員
長
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1年で12地区全部を各常任委員会で
まわります

今年度も教授による勉強会などを行います

区長会など多くの団体と意見交換の場
を設けます

平成24年度開催を予定しています

議会の現状から条例が情勢に沿っているのか
を常に考え、条例の在り方を検討していきます

今年も住民目線の見やすい広報を心がけ、
議会活動をお伝えします

昭和町をいろいろな方面から時代とともに
見てきた先輩方からご意見をいただきます
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平
成
23
年
6
月
定
例
会
は
、
6
月
13
日
か
ら
17
日
ま
で
の
会
期
5
日
間

で
開
か
れ
ま
し
た
。

 
町
長
か
ら
平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
補
正
予
算
2
件
の
ほ

か
、
条
例
改
正
3
件
、
町
道
認
定
1
件
、
人
事
案
件
1
件
の
合
計
7
件
と
、

請
願
1
件
を
採
択
し
、
国
へ
の
意
見
書
を
可
決
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

 
一
般
質
問
は
7
人
の
議
員
が
、
町
政
の
課
題
に
つ
い
て
幅
広
く
質
問
を

し
、
町
の
考
え
を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

・国庫補助金

・貸付収入

・財政調整基金から繰入

………………………………………1,099万円

……………………………………………530万円

………………………1億6,672万円

・町道505号線新設ほか建設事業費

・携帯型無線装置（災害用）

・予防接種補助（ヒブ・肺炎球菌）

・小中学校エアコンリース料

………1億4,440万円

………………………416万円

………………488万円

……………………840万円

減額補正（人件費）・補正額

・予算総額

………………………295万円

…………………11億4万円

小中学校の暑さ対策については、昨年の12月に教育厚生常任
委員会からも要望をだしました。（議会だより148号参照）
エアコン設置にあたり各小中学校で調査をし、その結果をもと
に決定がされました。
工事は夏休み中に行われ、2学期から使えるようになります。

ＡＭ
ＡＭ
ＰＭ
ＰＭ

8:30
10:30
0:30
2:30

34.0
34.5
35.0
35.5

33.5
35.0
35.5
36.0

33.0
33.0
34.0
34.0

34.0
34.5
35.0
35.0

32.0
33.0
33.0
35.0

32.0
33.0
35.0
36.0

北3階
9月1日（水） 9月2日（木） 9月3日（金）

南3階 北3階 南3階 北3階 南3階

ＡＭ
ＡＭ
ＰＭ
ＰＭ

8:30
10:30
0:30
2:30

33.0
33.0
34.5
35.0

33.0
33.0
34.0
35.0

33.0
34.0
35.0
36.0

32.0
32.5
33.5
35.5

北3階
8月27日（金） 8月30日（月） 8月31日（火）

南3階 北3階 南3階 北3階 南3階
―
―
―
―

―
―
―
―

平成22年西条小学校室温調査 （単位：℃）



清水道雄さん
（押越区）

固
定
資
産
評
価

　
審
査
委
員
の
選
任
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7月18日（月・祝）

7月21日（木）

7月23日（土）

7月29日（金）

7月29日（金）

8月20日（土）

河東中島区

西条一区

河西区

清水新居区

飯喰区

押越区

（総務常任委員会）

（総務常任委員会）

（産業土木常任委員会）

（教育厚生常任委員会）

（産業土木常任委員会）

（教育厚生常任委員会）

詳しい内容や時間については、各区で回覧などされる予定です

平成21年から始めた井戸端会議も今年で3年目。

新たな顔ぶれになった議員と膝を交えながら地域のことについて話してみませんか。

ぜひご参加ください。

（
請
　

願
　

者
）
　
中
巨
摩
東
部
農
協
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
代
表
理
事
　
保
延
　
寛

（
紹
介
議
員
）
　
　
　
　
　
　
中
澤
康
夫

【
要
旨
】

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
）
へ
の
参
加

に
よ
り
日
本
農
業
は
危
機
的
な
状
況
に
陥
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
た
め
、
政
府
が
交
渉
に
参
加
し
な
い
よ

う
求
め
る
も
の
。

※
議
会
で
は
、
こ
の
請
願
を
審
査
し
た
結
果
、
議
長

名
で
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
議
決
し
ま
し
た
。

※
賛
成
12
、
反
対
3
（
遠
藤
議
員
・
福
島
議
員
・
樋

口
議
員
）

【
意
見
書
提
出
先
】
　
内
閣
総
理
大
臣

Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
）の

交
渉
参
加
阻
止
に
関
す
る
請
願

国に意見書を提出

・
職
員
の
勤
務
時
間
・
休
暇
等

　
に
関
す
る
条
例

　
東
日
本
大
震
災
の
た
め
の
職

　
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
休
暇
の

　
期
間
に
つ
い
て
、
平
成
23
年

　
12
月
末
ま
で
7
日
間
と
す
る
。

・
町
税
条
例

　
東
日
本
大
震
災
に
か
か
わ
る

　
税
額
控
除
（
所
得
税
の
雑
損

　
控
除
額
・
住
宅
借
入
金
等
・

　
固
定
資
産
税
）に
つ
い
て
。

・
昭
和
町
安
心
・
安
全
な
ま
ち

　
づ
く
り
条
例

　
犯
罪
被
害
者
・
家
族
へ
の
支

　
援
の
実
施
を
条
例
化
し
、
警

　
察
と
協
力
し
「
犯
罪
被
害
者

　
支
援
総
合
窓
口
」
な
ど
の
活

　
用
等
を
行
う
。

※
全
員
賛
成
で
可
決

　
民
間
開
発
等
に
よ
っ
て
未
認

定
で
あ
っ
た
7
0
2
号
線
〜

7
1
1
号
線
の
10
路
線
を
認
定

す
る
も
の
。

※
全
員
賛
成
で
可
決

（
新
任
）
任
期
3
年
間

※
全
員
賛
成
で
同
意



塚
原
議
員
　
区
画
整
理
地
内
・
熊

野
神
社
の
第
3
調
整
池
は
、
実
際

に
は
使
用
開
始
し
て
い
る
の
か
。

区
画
整
理
課
長
　
完
成
し
て
か
ら

少
し
時
間
が
経
っ
た
が
、
全
体
の

宅
地
造
成
も
進
み
、
多
く
の
流
量

が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
6
月
10
日

に
建
設
課
と
立
ち
会
い
を
し
、
仕

組
み
･
排
水
方
法
･
操
作
方
法
な

ど
確
認
し
、
建
設
課
に
引
き
継
ぎ

稼
働
し
て
い
る
。
今
後
も
下
流
域

に
与
え
る
影
響
な
ど
調
査
し
な
が

ら
、
調
整
池
の
稼
働
方
法
も
考
え

て
い
き
た
い
。

調
整
池
の
使
用
状
況

6
月
定
例
会
委
員
会
質
疑

深
澤
平
助
議
員
　
介
護
サ
ー
ビ
ス

は
、
国
で
は
介
護
支
援
1
と
2
の

人
の
サ
ー
ビ
ス
を
打
ち
切
る
決
定

が
さ
れ
た
が
、
町
と
し
て
従
来
の

サ
ー
ビ
ス
は
ど
う
す
る
の
か
。

町
長
　
町
と
し
て
真
剣
に
検
討
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
き
い
き
健
康
課
長
　
今
回
の
法

改
正
は
、
介
護
支
援
を
地
域
の
福

祉
サ
ー
ビ
ス
と
全
体
で
合
わ
せ
て

考
え
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
。

 
今
年
が
介
護
保
険
基
本
計
画
の

見
直
し
の
時
期
な
の
で
、
そ
の
中

で
含
め
て
議
論
し
て
い
き
た
い
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
の

課
題
！

樋
口
議
員
　
こ
れ
か
ら
外
に
出
る

機
会
も
多
く
あ
る
が
、
教
育
委
員

会
な
ど
町
独
自
で
放
射
線
の
測
定

は
す
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長
　
県
で
1
日
3
回

行
っ
て
い
る
結
果
を
、
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
と
リ
ン
ク
さ
せ
載
せ
て

い
る
。
高
い
位
置
の
測
定
値
だ
け

で
な
く
、
地
上
の
測
定
値
も
公
表

し
て
い
る
が
、
県
の
数
値
を
注
視

し
、
動
向
を
見
な
が
ら
対
応
し
て

い
き
た
い
。

町
独
自
で
の

放
射
能
測
定
は
？

河
住
議
員
　
ど
の
学
校
に
も
同
じ

エ
コ
対
応
の
エ
ア
コ
ン
を
入
れ
る

の
か
。
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
な
ど

同
じ
形
態
で
は
効
果
が
違
う
と
思

う
が
、
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

 
ま
た
試
験
的
な
期
間
を
設
け
な

い
の
か
。

学
校
教
育
課
長
　
同
じ
機
種
を
使

う
が
場
所
の
形
状
や
配
置
に
よ
っ

て
出
力
が
違
う
。
常
永
小
は
ス
ペ
ー

ス
ご
と
に
閉
め
ら
れ
る
構
造
だ
が
、

押
原
小
は
仕
切
り
だ
け
の
教
室
構

造
な
の
で
、
冷
気
が
逃
げ
な
い
よ

う
カ
ー
テ
ン
で
工
夫
す
る
予
定
。

エ
ア
コ
ン
設
置
の
完
了
検
査
の
中

で
効
果
を
確
認
す
る
。

小
学
校
の

 
 
エ
ア
コ
ン
は
？

みんなが健康で生活できますように

工事中の3号調整池

福
島
議
員
　
下
水
道
未
接
続
の
家

が
あ
る
が
、ど
う
対
応
し
て
い
る
の
か
。

強
い
指
導
を
お
願
い
し
た
い
。

下
水
道
課
長
　
状
況
が
多
様
化
し
、

一
概
に
は
言
え
な
い
が
、
個
々
に

訪
問
し
接
続
を
促
し
て
い
る
。
現

在
、
台
帳
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
い

状
況
の
整
理
が
進
む
の
で
、
未
接

続
の
把
握
が
分
か
り
や
す
く
な
る
。

重
点
的
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

下
水
道
の
接
続
促
進

を
も
っ
と
！



6
月
定
例
会
委
員
会
質
疑

長
谷
川
議
員
　
災
害
時
な
ど
に
職

員
が
、
情
報
収
集
の
た
め
に
携
帯

型
無
線
機
を
備
品
購
入
す
る
と
い

う
が
、
災
害
時
に
も
使
用
す
る
の

で
、
し
っ
か
り
し
た
も
の
を
購
入

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

企
画
財
政
課
長
　
試
験
的
に
庁
舎

を
基
地
局
に
し
て
テ
ス
ト
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、
主
要
施
設
や
大
き
な

建
物
な
ど
聞
こ
え
に
く
そ
う
な
場

所
で
も
、
町
内
全
域
で
良
好
に
や

り
と
り
が
で
き
る
状
況
だ
っ
た
。

携
帯
型
無
線
機
の

能
力
は
？

石
原
議
員
　
災
害
時
の
家
屋
の
災

害
状
況
調
査
は
ど
こ
が
や
っ
て
、

職
員
の
体
制
は
ど
う
な
る
の
か
。

他
県
で
は
、
専
門
的
な
知
識
を
要

す
る
の
で
、
土
地
家
屋
調
査
士
と

協
定
を
結
び
、
災
害
時
に
調
査
し

て
い
る
状
況
も
あ
る
。
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

企
画
財
政
課
長
　
家
屋
調
査
を
前

提
と
し
た
罹
災
証
明
の
業
務
は
、

現
段
階
で
は
町
民
窓
口
課
が
罹
災

証
明
の
相
談
窓
口
や
、
家
屋
被
害

調
査
書
の
作
成
、
罹
災
証
明
書
の

準
備
な
ど
担
当
に
な
っ
て
い
る
。

　
実
際
の
家
屋
の
調
査
は
、
防
災

計
画
の
見
直
し
全
体
を
含
め
検
討

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

物
資
な
ど
の
協
定
は
結
ん
で
い
る

が
、
土
地
家
屋
調
査
士
と
の
協
定

は
、
今
後
必
要
が
あ
る
と
思
う
の

で
考
え
て
い
き
た
い
。

災
害
時
の

家
屋
調
査
は
？

河
田
議
員
　
情
報
推
進
費
で
ノ
ー

ト
パ
ソ
コ
ン
1
8
0
台
分
の
リ
ー

ス
を
計
上
し
て
い
る
が
、
各
区
の

パ
ソ
コ
ン
も
そ
の
内
訳
に
入
っ
て

い
て
取
り
替
え
を
す
る
の
か
。

公
会
堂
の
パ
ソ
コ
ン
を
有
効
に
使

え
る
か
は
各
区
で
違
い
、
難
し
い
。

区
長
会
な
ど
相
談
し
て
い
る
の
か
。

プ
リ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

企
画
財
政
課
長
　
計
上
の
1
8
0

台
分
の
リ
ー
ス
の
中
に
は
、
公
会

堂
の
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
確

か
に
パ
ソ
コ
ン
は
各
区
で
そ
れ
ぞ

れ
利
用
方
法
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。

区
長
を
通
し
て
周
知
を
行
い
、
よ

り
よ
い
活
用
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
プ
リ
ン
タ
ー
ま
で
は
入
っ
て

い
な
い
。 各

区
の
公
会
堂
の

パ
ソ
コ
ン
は
？

役場の防災放送

　
産
業
土
木
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
経
済
連
携

協
定
）
の
交
渉
参
加
阻
止
に
関
す
る

請
願
書
は
、
賛
成
・
反
対
と
も
に
2

人
と
な
り
、
委
員
会
条
例
第
15
条
の

「
可
否
同
数
の
と
き
は
、
委
員
長
の

決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
」
と
い
う
規

定
の
通
り
、
委
員
長
が
賛
成
し
、
採

択
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
請
願
に
対
し
て
討
論
！

中
澤
議
員
　
提
案
議
員
で
あ
り
、
農

業
振
興
の
た
め
に
賛
成
し
た
い
。

林
議
員
　
日
本
の
こ
と
を
考
え
る
と
、

や
む
を
得
な
い
と
思
う
が
、
黙
っ
て

い
て
も
し
か
た
な
い
の
で
賛
成
し
た
い
。

福
島
議
員
　
自
分
も
農
業
を
や
っ
て

い
る
が
、
国
レ
ベ
ル
の
大
き
な
問
題
で
、

日
本
の
状
況
を
見
る
な
か
で
参
加
し

な
い
と
い
う
判
断
を
す
る
の
は
難
し

い
と
思
う
。

遠
藤
議
員
　
地
元
が
調
整
区
域
な
の

で
迷
う
と
こ
ろ
だ
が
、
日
本
が
経
済

的
に
良
く
な
っ
て
い
く
に
は
、
参
加

し
た
ほ
う
が
良
い
と
感
じ
る
。



東日本大震災時に行われた緊急災害対策本部

三井　　猛 議員
み つ い たけし

再
質
問

東
日
本
大
震
災
を
体
験

昭
和
町
の
地
震
対
策
は

安
否
確
認
に

携
帯
無
線
機
を
導
入

10やまなし昭和町議会 No.150
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町
長

三
井

三
井

企
画
財
政
課
長

①
町
で
は
平
成
19
年
12

月
に
震
度
5
〜
6
程
度

の
地
震
を
想
定
し
た
机
上
訓
練
を

実
施
し
た
が
、
今
回
の
震
災
で
ど

う
生
か
さ
れ
た
の
か
。

②
3
月
中
旬
と
い
え
ば
ま
だ
肌
寒
く
、

停
電
に
よ
り
ど
こ
か
暖
の
取
れ
る

と
こ
ろ
は
な
い
の
か
、
な
ど
の
問

い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
と
聞
く
。
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
開
放
や
カ
セ

ッ
ト
コ
ン
ロ
、
毛
布
な
ど
の
貸
出

体
制
、
貸
与
の
具
体
的
基
準
は
。

③
自
主
防
災
会
（
組
織
）
の
機
能
、

区
と
の
連
絡
体
制
や
在
宅
高
齢
者

等
の
安
否
確
認
は
。

①
た
だ
ち
に
災
害
対
策

本
部
員
で
あ
る
各
課
長

を
招
集
し
、
被
害
状
況
把
握
の
た
め
、

災
害
時
に
お
け
る
被
害
状
況
等
調

査
担
当
者
と
、
各
地
区
担
当
職
員

の
出
動
を
指
示
し
た
。

　
図
上
訓
練
は
東
海
地
震
被
害
を

想
定
だ
が
、
窓
口
業
務
の
対
応
等

も
行
い
、
イ
ン
フ
ラ
等
の
被
害
状

況
報
告
や
、
町
民
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
情
報
発
信
を
行
う
な
ど
、
訓
練

は
十
分
生
か
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。

②
停
電
は
ほ
ぼ
全
域
で
被
害
を
受
け
、

完
全
復
旧
は
午
前
0
時
を
過
ぎ
て

い
た
。
生
活
必
要
物
資
は
災
害
に

よ
り
、
喪
失
･
損
傷
等
で
日
常
生

活
が
困
難
な
方
に
貸
与
し
て
お
り
、

今
回
の
停
電
対
応
は
し
て
い
な
い
。

③
要
援
護
者
の
安
否
確
認
は
台
帳

を
基
に
福
祉
課
、
社
会
福
祉
協
議

会
が
電
話
連
絡
で
、
火
元
の
確
認

や
毛
布
等
で
暖
を
取
る
よ
う
指
導

し
た
が
、
被
災
の
確
認
は
な
か
っ
た
。

被
害
状
況
の
把
握
や
安
否
確
認
情

報
収
集
の
た
め
、
携
帯
無
線
機
を

購
入
し
、
当
面
、
職
員
に
よ
る
情

報
収
集
に
活
用
し
た
い
。

地
震
は
初
期
対
応
、
最

初
の
10
分
が
肝
心
で
あ
る
。

窓
口
対
応
の
ほ
か
総
合
会
館
で
の

温
泉
入
浴
者
、
温
水
プ
ー
ル
、
図

書
館
等
で
の
お
客
様
に
対
す
る
避

難
誘
導
体
制
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
と

思
う
が
ど
う
だ
っ
た
の
か
。窓

口
対

応
の
職

員
は
来
庁
者
に
対
し
、
個
々
に
職

員
と
一
緒
に
前
庭
駐
車
場
に
避
難

し
た
。
十
分
に
訓
練
に
対
応
し
た

動
き
が
で
き
た
と
思
う
。



町内の工事現場

町
長

工事予定価格の
事前公表は

河住　保茂 議員
か わ や す し げす み

河
住
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適
正
な
仕
事
に
は

適
正
な
対
価
を

総
務
課
長

再
質
問

河
住

国
で
は
、
工
事
予
定
価

格
を
事
前
公
表
せ
ず
、

契
約
後
に
事
後
の
予
定
価
格
を
類

推
さ
せ
る
恐
れ
が
な
い
と
認
め
ら

れ
た
場
合
は
、
公
表
す
る
と
し
て

い
る
が
、
昭
和
町
は
、
平
成
13
年

度
か
ら
工
事
予
定
価
格
の
事
前
公

表
を
実
施
し
て
い
る
。
落
札
価
格

の
高
止
ま
り
、
業
者
の
見
積
り
努

力
が
損
な
わ
れ
る
な
ど
の
問
題
が

あ
る
。
見
直
す
必
要
は
。

近
年
、
積
算
シ
ス
テ
ム

の
発
達
で
、
設
計
額
と

か
け
離
れ
た
見
積
・
落
札
に
な
る

こ
と
は
考
え
に
く
い
。
入
札
の
透

明
性
向
上
、
町
内
業
者
育
成
の
観

点
か
ら
、
落
札
率
の
高
騰
が
特
段

認
め
ら
れ
ぬ
限
り
、
今
後
も
事
前

公
表
を
継
続
す
る
。

　
ま
た
、
事
前
公
表
の
目
的
と
し
て
、

競
争
入
札
の
透
明
性
を
高
め
る
こ

と
や
、
予
定
価
格
を
漏
洩
し
て
利

益
を
誘
導
す
る
危
険
性
を
払
拭
で

き
る
こ
と
も
重
要
と
考
え
て
い
る
。

落
札
率
の
高
騰
の
目
安
は
。

工
事
金
額
が
小

さ
い
場
合
、
経

費
率
が
高
く
な
り
、
落
札
率
は
上

が
る
傾
向
が
あ
る
が
、
企
業
努
力

は
必
要
。
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

身
体
障
害
者
手
帳
を
取

得
し
て
い
な
い
軽
度
・

中
等
難
聴
者
は
、
自
費
で
補
聴
器

を
購
入
す
る
必
要
が
あ
る
。
山
梨

県
は
新
生
児
難
聴
検
査
の
実
施
率

は
90
％
を
超
え
て
い
る
。
昭
和
町

で
の
対
象
者
調
査
と
補
助
制
度
の

創
設
を
。

本
町
で
は
、
3
カ
月
・

6
カ
月
・
1
歳
半
健
診

や
3
歳
児
健
診
で
聴
覚
チ
ェ
ッ
ク

を
行
っ
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
実
施
等
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

を
考
慮
し
検
討
す
る
。
補
助
制
度

導
入
は
、
県
の
動
向
を
見
る
中
で

方
向
性
を
出
し
た
い
。

県
等
の
動
向
を
見
る

難
聴
者
の
補
聴
器

購
入
に
補
助
制
度
を

河
住

町
長



3月11日の大震災で庁舎から避難する住民と職員

田中　博愛 議員
た ひ ろ よ しな か

東海地震・大災害時の
対策は

随
時
見
直
し
に

取
り
組
む
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町
長

田
中

田
中 農

業
振
興
地
域
の

見
直
し
は

①
宝
永
地
震
、
安
政
地
震
、

関
東
大
震
災
、
そ
し
て

今
回
の
東
日
本
大
震
災
。
大
災
害

は
必
ず
や
っ
て
来
る
。
毎
年
、
秋

に
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
が
、

さ
ら
に
き
め
細
か
い
防
災
基
本
計

画
に
作
り
直
す
こ
と
が
急
務
だ
。

②
今
後
予
想
さ
れ
る
東
海
地
震
等

の
発
生
時
の
対
策
は
。

①
本
町
で
は
、
災
害
基

本
法
に
基
づ
き
、
昭
和

町
地
域
防
災
計
画
を
定
め
て
い
る
。

風
水
害
に
対
す
る
「
一
般
災
害
編
」

と
「
地
震
編
」
に
分
け
、
そ
れ
ぞ

れ
防
災
訓
練
計
画
を
盛
り
込
ん
で

あ
る
。
今
回
の
大
規
模
地
震
を
教

訓
に
、
現
在
の
自
主
防
災
組
織
中

心
の
訓
練
内
容
を
始
め
、
防
災
計

画
全
体
を
早
急
に
見
直
す
。

②
10
月
に
昭
和
町
で
開
催
さ
れ
る
、

山
梨
県
地
震
防
災
訓
練
へ
積
極
的

に
参
加
し
、
町
独
自
の
訓
練
も
よ

り
実
践
的
な
内
容
に
充
実
し
、
東

海
地
震
等
の
大
災
害
に
備
え
た
い
。

町
長
は
町
政
の
重
点
項

目
の
ひ
と
つ
に
、
市
街

化
調
整
区
域
の
都
市
計
画
、
開
発

の
検
討
を
掲
げ
て
い
る
。
農
業
振

興
地
域
の
除
外
の
具
体
的
な
方
針
は
。

市
街
化
調
整
区
域

3
5
8
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

中
で
、
農
地
は
1
7
1
ヘ
ク
タ
ー
ル
。

こ
の
内
、
1
0
1
ヘ
ク
タ
ー
ル
が

農
業
振
興
地
域
の
い
わ
ゆ
る
青
地
。

県
は
今
後
、
常
永
土
地
区
画
整
理

事
業
地
内
の
よ
う
な
大
規
模
な
農

振
除
外
の
総
合
見
直
し
に
は
同
意

し
な
い
意
向
だ
。
今
後
は
、
農
業

委
員
会
の
意
見
を
参
考
に
、
個
々

の
除
外
申
出
に
よ
る
随
時
見
直
し
、

市
街
化
調
整
区
域
の
振
興
に
取
り

組
む
。

防
災
計
画
を

早
急
に
見
直
す

町
長



河田あけみ 議員
か わ だ

町
長
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先
進
例
の
導
入
等

検
討
す
る

町
長 多

く
の
場
所
に

設
置
し
た
い

こ
れ
か
ら
の
災
害
対
策
は

河
田

河
田 Ａ

Ｅ
Ｄ

設
置
は

自
動
体
外
式

除
細
動
器

町
長 高

齢
者
、障
害
者
な
ど

総
合
的
に
検
討

救
急
医
療
情
報

キ
ッ
ト
の
配
付
を

河
田

①
阪
神
大
地
震
後
、
構

築
さ
れ
た
「
被
災
者
支

援
シ
ス
テ
ム
｝
は
、
被
害
状
況
や

避
難
先
な
ど
基
本
情
報
を
一
元
化

し
て
管
理
し
、
罹
災
証
明
書
の
発

行
等
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
、
行

政
事
務
処
理
に
力
を
発
揮
す
る
と

注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
今
回
の
東
日
本
大
震
災
後
、
導

入
自
治
体
は
3
0
0
を
超
え
て
い

る
が
、
本
町
の
導
入
予
定
は
。

②
今
後
の
防
災
訓
練
に
避
難
所
生

活
体
験
を
取
り
入
れ
る
べ
き
で
は
。

①
西
宮
市
の
被
災
者
支
援
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
は
、
地
域
防
災
計
画

の
見
直
し
の
中
で
検
討

す
る
。

②
避
難
所
体
験
に
つ
い
て
は
、
実

践
的
な
避
難
訓
練
実
施
の
観
点
で

検
討
し
た
い
。

行
政
と
民
間
を
含
め
た
、

町
全
体
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置

場
所
が
分
か
り
や
す
い
マ
ッ
プ
の

作
成
を
。
24
時
間
営
業
し
て
い
る

コ
ン
ビ
ニ
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
が

で
き
な
い
か
。

民
間
事
業
者
に
よ
る
Ａ

Ｅ
Ｄ
設
置
は
、
事
故
対

応
の
責
任
と
し
て
行
っ
て
い
る
た
め
、

対
応
が
難
し
い
。
マ
ッ
プ
の
必
要

性
も
感
じ
る
が
、
ま
ず
は
設
置
数

を
増
や
す
た
め
、
民
間
保
育
所
や

コ
ン
ビ
ニ
等
に
設
置
を
要
請
し
て

い
き
た
い
。

災
害
時
や
緊
急
時
に
は

本
人
の
病
歴
や
服
用
し

て
い
る
薬
な
ど
の
情
報
を
的
確
に

知
り
、
敏
速
な
処
置
が
望
ま
れ
る
。

　
要
援
護
者
等
へ
冷
蔵
庫
な
ど
で
保

管
す
る
「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」

を
配
布
し
安
全
対
策
を
図
る
べ
き

で
は
。

23
年
度
に
策
定
予
定
の
、

第
6
次
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
の
中
で
、
障
害
者
・
病
弱

者
等
も
視
野
に
入
れ
、
救
急
キ
ッ

ト
配
付
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

昭和フェスティバルでAEDについて研修



石原　高明 議員
い し た か あ きは ら

町
独
自
の
農
地
保
全

助
成
金
制
度
を
創
設
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石
原

町
長

農
業
振
興
の
取
り
組
み
は

石
原

石
原 市

街
化
調
整
区
域
の

都
市
計
画
は

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

お
よ
び
危
機
管
理
は

居
住
環
境
の

向
上
に
努
め
る

液
状
化
対
策
等

検
討
す
る

昭
和
町
ブ
ラ
ン
ド
の
開
発
、

農
業
体
験
、
活
性
化
モ

デ
ル
事
業
、
農
機
具
レ
ン
タ
ル
へ

の
助
成
等
に
よ
る
不
耕
作
地
解
消

方
針
が
示
さ
れ
る
一
方
、
全
町
市

街
化
構
想
が
あ
る
。
昭
和
町
の
農

業
の
あ
り
方
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
さ

れ
た
い
。

昭
和
46
年
、
市
街
化
調

整
区
域
の
線
引
き
指
定

を
受
け
、
調
整
区
域
の
全
域
が
農

業
振
興
地
域
に
指
定
さ
れ
た
。
昨

年
度
、
販
売
ま
で
で
き
る
農
家
は

2
2
0
戸
。
高
齢
化
、
後
継
者
不

足
が
進
行
し
て
い
る
。
重
要
施
策

と
し
て
農
業
振
興
に
取
り
組
ん
で

き
た
の
は
、
全
町
市
街
化
構
想
が

難
し
い
た
め
の
代
替
案
で
は
な
く
、

都
市
型
近
郊
農
業
の
推
進
の
た
め
、

所
得
向
上
、
担
い
手
不
足
の
解
消
、

受
委
託
事
業
の
促
進
、
農
地
集
積

な
ど
、
長
期
的
展
望
に
立
っ
て
の

こ
と
で
あ
る
。

市
街
化
調
整
区
域
の
開

発
手
法
の
研
究
に
お
け

る
「
ま
ち
の
姿
」
と
は
。
住
民
参

加
の
あ
り
方
は
。

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
見
直
し
に
あ
わ
せ
、

調
整
区
域
内
の
開
発
許
可
制
度
の

手
法
や
生
活
道
路
の
整
備
を
考
え
る
。

住
民
代
表
に
よ
る
策
定
委
員
会
や
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
で
意

見
を
聞
き
決
め
て
い
く
。

今
回
の
大
震
災
で
は
、

液
状
化
の
被
害
も
深
刻
だ
。

昭
和
町
の
防
災
計
画
の
見
直
し
、

液
状
化
対
策
、
災
害
認
定
基
準
の

策
定
を
。

今
回
の
震
災
を
教
訓
に
、

被
災
者
の
受
け
入
れ
支

援
策
と
同
様
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査

等
の
地
質
デ
ー
タ
提
供
な
ど
液
状

化
の
予
防
対
策
に
つ
い
て
も
、
地

域
防
災
計
画
に
示
す
必
要
性
が
あ
る
。

液
状
化
災
害
の
認
定
基
準
の
策
定

に
も
取
り
組
む
。

町
長

町
長

今年も昭和町で山田錦をみんなで植えました



遠藤　辰男 議員
え ん た つ おど う

遠
藤

町
長
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山
伏
川
桜
並
木
の

保
存
は

地
区
住
民
と

相
談
し
た
い

大型ＳＣ開店後の交通事故対策は

遠
藤

山伏川の桜と富士山の見守る中で散歩

イ
オ
ン
モ
ー
ル
開
店
以
来
、

ス
ピ
ー
ド
を
出
し
た
多

く
の
車
が
生
活
道
路
に
進
入
し
危

険
だ
。
信
号
機
の
な
い
交
差
点
で

の
事
故
が
多
発
し
て
い
る
。
町
と

し
て
の
対
策
は
。

区
画
整
理
段
階
か
ら
協

議
を
重
ね
、
道
路
網
お

よ
び
道
路
規
制
等
の
対
策
を
講
じ

て
き
た
。
オ
ー
プ
ン
後
、
イ
オ
ン

東
側
交
差
点
で
事
故
が
多
発
、
警

察
と
協
議
し
路
面
標
示
を
設
置
し
た
。

さ
ら
に
、
南
甲
府
警
察
署
に
対
し
、

交
通
事
情
の
変
化
に
伴
う
交
差
点

で
の
速
度
規
制
、
一
時
停
止
、
標
識
・

標
示
の
設
置
と
改
善
を
要
望
し
た
。

昭
和
48
年
に
河
東
中
島

の
老
人
ク
ラ
ブ
が
、
山

伏
川
に
沿
っ
て
両
岸
1
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
に
わ
た
り
、
1
0
0
本
の
桜

の
苗
木
を
植
え
た
。
38
年
が
経
ち
、

今
日
の
よ
う
な
見
事
な
並
木
に
な

っ
た
。
し
か
し
、
車
両
通
行
や
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
影
響
で
痛
み

始
め
て
い
る
。
東
側
道
路
は
一
般

車
両
を
進
入
禁
止
と
し
、
保
存
を

図
っ
て
は
。観

光
名
所
の
少
な
い
本

町
に
と
っ
て
、
唯
一
、

桜
の
名
所
と
な
っ
て
い
る
。
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、
川
沿
い
に
東

花
輪
川
河
川
公
園
を
設
け
る
計
画

に
な
っ
て
い
る
が
、
厳
し
い
財
政

状
況
下
、
当
面
整
備
は
難
し
い
。

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
病
気
に
弱
く
、

人
が
見
守
ら
な
い
と
短
命
に
終
わ
る
。

隣
接
す
る
住
民
や
地
権
者
の
意
向

を
聞
き
、
保
全
策
を
検
討
し
た
い
。

町
長 路

面
標
示
設
置

な
ど
対
応



深澤　平助 議員
ふ か へ い す けさ わ

制
度
内
容

見
極
め
対
応

国
補
助
打
ち
切
り

設
置
者
要
望
に
応
え
る
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町
長

深
澤

国
の
進
め
る
保
育
の

新
シ
ス
テ
ム
は

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

普
及
に
助
成
を

群馬県太田市では533戸のパネルタウン

①
原
発
が
い
っ
た
ん
事

故
を
起
こ
す
と
、
い
か

に
重
大
な
事
態
に
な
る
か
、
今
回

の
福
島
第
一
原
発
が
教
え
て
い
る
。

原
子
力
に
頼
ら
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
目
指
す
た
め
、
太
陽
光
発
電
設

備
に
対
す
る
予
算
、
補
助
を
大
幅

に
増
額
す
る
考
え
は
な
い
か
。

②
水
道
の
耐
震
化
推
進
計
画
を
ど

う
進
め
る
の
か
。

①
太
陽
光
発
電
は
国
と

町
を
合
わ
せ
る
と
、
4

Ｋ
ｗ
で
40
万
円
の
補
助
を
受
け
ら
れ
、

昨
年
ま
で
1
2
7
件
、2
、8
6
0

万
円
を
助
成
し
て
き
た
。
3
月
で

国
の
助
成
金
は
満
了
と
な
り
助
成

を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
が
、
4
月

か
ら
一
部
要
綱
を
見
直
し
、
設
置

者
の
要
望
に
応
え
て
い
き
た
い
。

②
上
下
水
道
耐
震
化
は
、
震
度
6

以
上
の
地
震
規
模
を
基
準
に
対
策

を
講
じ
て
い
る
。
甲
府
市
上
下
水

道
局
の
管
理
区
域
で
平
均
的
に
耐

震
化
を
図
っ
て
お
り
、
市
に
対
し

耐
震
化
の
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
る
よ

う
要
望
す
る
。

国
は
子
ど
も
･
子
育
て

新
シ
ス
テ
ム
の
基
本
方

向
を
打
ち
出
し
た
が
、
現
在
の
保

育
制
度
の
要
で
あ
る
市
町
村
の
実

施
責
任
を
な
く
し
て
し
ま
う
も
の
で
、

契
約
で
認
定
し
た
時
間
だ
け
し
か

利
用
で
き
な
く
な
る
。
新
シ
ス
テ

ム
は
児
童
保
育
の
立
場
が
大
き
く

失
わ
れ
、
安
心
し
て
子
育
て
で
き

る
制
度
と
い
え
な
い
。
町
の
考
え
は
。

新
制
度
は
、
教
育
･
福

祉
両
方
の
性
格
を
併
せ

持
つ
施
設
と
位
置
付
け
、
親
の
働

き
方
に
関
係
な
く
利
用
で
き
る
仕

組
み
と
な
る
。
詳
細
が
不
透
明
だ
が
、

制
度
内
容
を
見
極
め
な
が
ら
対
応

し
て
い
き
た
い
。

町
長

深
澤
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お
互
い
に
議
会
だ
よ
り
を
研
究

そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

　
6
月
定
例
会
の
会
期
中
で
し

た
が
「
昭
和
町
健
康
増
進
計
画
」

と
「
昭
和
町
次
世
代
育
成
支
援

地
域
行
動
計
画
」
に
つ
い
て
、

策
定
の
冊
子
も
配
布
さ
れ
た
の

で
、
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
委
員
は
も
ち
ろ
ん
、
全
議
員

が
研
修
会
に
出
席
し
、
計
画
策

定
の
背
景
や
目
的
、
町
の
現
状

や
計
画
方
針
な
ど
を
各
担
当
課

か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
昭
和
町
の
人
口
は
緩
や
か
な

増
加
傾
向
で
す
が
、
出
生
数
は

横
ば
い
で
高
齢
化
は
上
昇
し
て

い
ま
す
。
死
因
の
1
位
は
が
ん
、

2
位
は
心
疾
患
、
3
位
は
肺
炎

で
す
。
将
来
像
と
し
て
「
誰
も

が
思
い
や
り
を
持
ち
、
健
や
か

に
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
町
┙

昭
和
町
┙
」

を
目
指
し
、
住
民

代
表
を
含
む
健
康
増
進
推
進
協

議
会
を
設
け
、
協
力
体
制
の
構

築
を
行
っ
て
い
く
と
の
こ
と
で

し
た
。

 
町
内
の
認
可
保
育
園
は
7
園

で
、
通
園
児
数
も
増
加
傾
向
で

す
。
3
小
学
校
の
合
計
児
童
数

も
こ
こ
5
年
間
で
1
、
1
0
0

人
台
で
推
移
し
、
西
条
小
学
校

が
増
加
傾
向
で
す
。

　
基
本
理
念
を
「
子
ど
も
が
、

親
が
、
地
域
が
育
つ
、
子
育
て

支
援
の
ま
ち
昭
和
町
」
と
し
、

次
世
代
育
成
支
援
対
策
地
域
協

議
会
を
設
け
、
地
域
全
体
で
支

援
で
き
る
よ
う
整
備
し
て
い
く

と
の
こ
と
で
し
た
。

（
委
員
長
 
河
田
あ
け
み
・
記
）

　
議
会
だ
よ
り
が
2
年
連
続
で

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
賞
し
た

こ
と
も
あ
り
、
今
年
も
多
く
の

市
町
村
議
会
か
ら
、
昭
和
町
に

訪
れ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
委
員
構
成
も
新
し
く
な
り
ま

し
た
が
、
視
察
を
受
け
入
れ
る

中
で
、
現
行
の
「
昭
和
町
議
会

だ
よ
り
」
を
見
直
す
き
っ
か
け

に
も
な
り
、
ま
た
議
員
同
士
の

意
見
を
交
換
す
る
こ
と
で
、
新

し
い
発
見
や
考
え
を
お
互
い
に

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ど
の
議
会
も
議
会
だ
よ
り
を

住
民
に
読
ん
で
も
ら
う
た
め
に
、

苦
労
し
工
夫
を
重
ね
て
い
ま
す
。

視
察
に
来
て
い
た
だ
い
た
議
会

だ
よ
り
も
参
考
に
し
な
が
ら
切

磋
琢
磨
し
、
よ
り
よ
い
も
の
を

み
な
さ
ん
に
お
届
け
し
て
い
く

よ
う
に
、
気
持
ち
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

（
委
員
長
 
河
住
保
茂
・
記
）

特
別
委
員
会

広
報
編
集

策
定
さ
れ
た
計
画
か
ら

昭
和
町
を
知
る

議
会
だ
よ
り
の

視
察
受
入

常
任
委
員
会

教
育
厚
生

●
平
成
23
年
6
月
15
日

健
康
増
進
計
画

次
世
代
育
成
支
援

地
域
行
動
計
画

●
平
成
23
年
6
月
22
日

　
群
馬
県
千
代
田
町
議
会

●
平
成
23
年
7
月
6
日

　
新
潟
県
燕
市
議
会

●
平
成
23
年
7
月
21
日

　
群
馬
県
昭
和
村
議
会

●
平
成
23
年
7
月
27
日

　
長
崎
県
時
津
町
議
会



は

？
議会からの要望や議員の質問に、当局がその後どのように対応し、

どうなっているのかを追跡・検証してみました。
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（平成20年3月議会　質問者：三井　猛議員）

　国母駅駐輪場の防犯灯や常永駅周辺の街灯は、犯
罪の抑制効果検証のため、平成20年10月ごろから青
色防犯灯へ切り替えている。また、その後も地区の
要望等により、上河東区、清水新居区、築地新居区
にも青色防犯灯を設置した。その結果、警察署より
自転車等の盗難が減少したという話しも聞く。しか
し従来のものよりも暗いという意見もあるので、各
地区での意見等も聞く中で検証していきたい。

その後

設置したときは少し暗く違和感があったが、
今はまったく感じていない。
街路灯（蛍光灯）の切れたところから、
区で青色灯に交換している。
　　　　　　　前上河東区長　二宮一英

通学女子高校生

通学男子高校生

中年サラリーマン

迎えに来たお母さん

……うすきみわるい

……別に意識しない、良いと思う

……青色の効果をもっと住民に知らせては

……うす暗くて運転しにくい

現在、常永駅前通りに青色・白色
複合LED防犯灯を4本設置して検証
しています。

青色防犯灯は、感情を静め、よく目立つ青色
の色彩効果が大きく、導入している都市では

顕著に犯罪が減少している。
　昭和町でも、公園の街灯の取り替えや、区の防犯
灯への補助による町全体の取り組み、また大型商業
施設での導入お願いなど、住民の意識の高揚も図り
ながら、犯罪防止に取り組んではどうか。

平成19年の昭和町まちづくり委員会の提言も
あり、役場庁舎の会議室下駐車場に、青色防

犯灯を試行的に設置した。
　町内の抑制効果検証のため、平成20年度事業として、
国母駅駐輪場の防犯灯や常永駅周辺の街灯について、
青色防犯灯の試験的導入を行い、実証されれば活用
や設置場所を検討したい。

国
母
駅
駐
輪
場
に
も
青
色
灯



昭和町の議員定数は○○人1

小中学校に○○○○設置へ議決2

町内の認可保育園は○園3

○○防犯灯の取り組みで犯罪抑止
を検証

4

《応募方法》
　はがきに「答え・住所・氏名（ふりがな）・年齢」を
記入してください。議会への要望・意見等もあ
りましたら、お受けします。
《あて先》
〒409-3880　昭和町押越542-2
昭和町議会事務局「議会クイズ係」宛
《しめきり》
　8月末日　消印有効

空欄に適切な言葉を入れてください。

149号クイズの答え
① 変革　　② 63　　③ 3　　④ ふれあい

19 やまなし昭和町議会 No.150
平成23年7月22日発行
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T
E
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FA
X
. 0
5
5
-2
7
5
-8
8
4
2（
直通

）
0
5
5
-2
7
5
-2
1
1
1
㈹

0
5
5
-2
7
5
-5
2
5
0

山
梨
県
昭
和
町
議
会

〒
4
0
9
-3
8
8
0

山
梨
県
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
5
4
2
-2

■
発
　
行

議
長

　萩
原
　
馨

■
発
行
人
　

広
報
編
集
委
員
会

■
編
　
集

印
刷
㈱
東
洋
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス

　
新
し
い
委
員
会
構
成
が
決

ま
り
広
報
委
員
会
も
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　
住
民
と
議
会
を
結
ぶ
「
議

会
だ
よ
り
、
し
ょ
う
わ
」
は
、

あ
り
の
ま
ま
に
、
分
か
り
や

す
く
、
住
民
と
共
に
を
編
集

の
原
則
と
し
て
議
会
の
活
動
状
況
を
皆
様
に
お
届
け

し
て
い
ま
す
。
一
昨
年
は
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
準
優
勝
、

県
で
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
委
員
一
人
ひ

と
り
が
研
鑽
、
努
力
し
た
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。

　
編
集
委
員
は
常
に
住
民
の
皆
様
へ
の
「
情
報
提
供

者
」
と
し
て
、
住
民
の
立
場
で
議
会
の
活
動
状
況
を

わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
意
見
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
河
住
保
茂
・
記
）

　
　
○
広
報
編
集
委
員
会

　
　
　
委
　

員
　

長
　
　
河
住
　
保
茂

　
　
　
副
委
員
長
　
　
河
田
あ
け
み

　
　
　
委
　
　
員
　
　
三
井
　
　
猛
 
深
澤
　
克
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
　
和
仁
　
石
原
　
高
明

　
就
職
を
機
に
他
県
か
ら
山
梨
県
に
移
り
住
み
、

そ
し
て
、
昭
和
町
に
住
み
始
め
た
の
が
約
4
年
前
、

住
み
始
め
た
当
時
は
、
妻
と
長
男
、
私
の
3
人
家

族
で
し
た
が
、
今
で
は
長
女
、
そ
し
て
今
年
生
ま

れ
た
ば
か
り
の
次
女
、
3
人
の
父
親
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
間
に
組
や
区
の
皆
さ
ん
と
の
会
話
や
交
流
、

消
防
団
へ
の
加
入
、
地
域
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
参
加
等
、

様
々
な
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
温
か
く
、
昔
な
が
ら
の
近
隣
の
付
き
合
い
や
習

慣
は
、
私
に
は
今
ま
で
経
験
が
な
く
、
当
初
は
戸

惑
い
ま
し
た
が
、
私
の
よ
う
な
新
参
者
で
も
地
域

の
方
は
快
く
迎
え
入
れ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

近
所
を
歩
い
て
い
る
と
声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
り
、

お
家
で
作
っ
て
い
る
野
菜
等
を
い
た
だ
い
た
り
す

る
こ
と
は
、
私
が
住
ん
で
い
た
他
県
で
は
頻
繁
に

あ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
心
温
ま
る

昭
和
町
が
私
は
好
き
で
す
。

　
私
た
ち
家
族
が
好
き
な
昭
和
町
ス
ポ
ッ
ト
は
い

ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
特
に
押
原
公
園
が
気
に
入

っ
て
い
ま
す
。
芝
生
は
ボ
ー
ル
遊
び
や
鬼
ご
っ
こ
、

遊
具
は
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
め
る
場
所
、
そ
の
遊

具
も
小
さ
い
子
ど
も
用
も
あ
る
と
こ
ろ
が
う
れ
し

い
と
こ
ろ
で
す
。

　
昨
今
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
等
も
完
成
し
、
便

利
に
な
っ
て
変
化
し
て
お
り
ま
す
が
、
変
わ
ら
な

い
人
と
人
と
の
温
か
さ
な
ど
を
子
ど
も
た
ち
に
教
え
、

私
も
様
々
な
こ
と
を
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
上
河
東
二
区
に
来
て
、
ち
ょ
う
ど
12
年
に

な
り
ま
す
。
仕
事
に
夢
中
で
朝
早
く
起
き
、
昭
和

温
泉
ま
で
自
転
車
で
通
っ
て
勤
め
て
い
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
に
周
り
の
人
と
も
慣
れ
、
恵
ま
れ
た
環

境
の
中
で
楽
し
い
日
々
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
あ
る
時
、
近
所
の
お
ば
さ
ん
と
出
会
い
「
生
き

が
い
ク
ラ
ブ
に
入
ら
な
い
」
と
勧
め
ら
れ
、
分
か

ら
ぬ
私
で
し
た
が
入
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
4

〜
5
年
前
の
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
常
永
小
学
校
の
パ
ト
ロ
ー
ル
の
話
が
出
て
、
二

人
一
組
ず
つ
で
や
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
仕
事

の
合
間
の
空
き
時
間
を
み
て
は
、
仲
間
の
人
と
子

ど
も
を
迎
え
に
行
き
、
学
校
の
入
り
口
で
待
ち
、

3
時
こ
ろ
に
な
る
と
黄
色
い
帽
子
で
出
て
く
る
姿
が
、

何
と
も
言
え
ず
可
愛
さ
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
先
に

歩
き
信
号
を
待
ち
、
手
を
振
り
な
が
ら
家
の
そ
ば

に
送
り
つ
け
、
「
気
を
つ
け
て
！
」
「
バ
イ
バ
イ
」

と
言
い
な
が
ら
別
れ
ま
し
た
。

　
パ
ト
ロ
ー
ル
を
や
り
出
し
て
か
ら
道
で
出
会
っ

て
も
「
こ
ん
に
ち
は
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
、
ま
た
、

親
御
さ
ん
た
ち
に
も
喜
ば
れ
、
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
が
あ
っ
て
良
か
っ
た
な
、
と
思
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
で
協
力
し
合
い
、
子
ど
も

の
安
全
の
た
め
に
、
パ
ト
ロ
ー
ル
に
参
加
し
ま
し

ょ
う
。

上
河
東
二
区

深
沢
さ
だ
江
さん

ふ
か

さ
わ

え

昭
和
町
に
住
ん
で
良
か
っ
た

常
永
小
学
校
の

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
に
参
加
し
て

西
条
一
区

松
本
　
一
広
さん

ま
つ

も
と

か
ず

ひ
ろ


